
６． 研究期間中の主な活動 
（１）ワークショップ・シンポジウム等 

日付 名 称 場所 人数 概要 
1996.5.18 

～5.19 
事前打ち合せ会議 茅事務

所 
25 名  

1997.1.24 
～1.25 

第一回推進会議 横浜国

大 
25 名  

1997.3.6 気候変動のインパクトは

何か？そのインパクトを

我々は見積もることがで

きるか 

横浜国

大 
40 名 Bengt-Erick Bengtsson 

(ストックホルム大学

助教授)の講演 

1997.3.11 EPA の発がんリスク評価

手法の変更について（講

演会） 

横浜国

大 
70 名 加藤順子氏（三菱化学

安全科学研究所）の講

演 
1997.3.18 ICAM ver.3 による地球環

境総合評価 
横浜国

大 
40 名 Hadi Dowlatabadi（米

国カーネギーメロン

大学センター長）の講

演 
1997.5.13 日本の植物の絶滅リスク

評価 
横浜国

大 
50 名 松田裕之氏（東大海洋

研究所助教授）の講演 
1997.6.10 NNW(国民福祉指標)から

環境勘定へ 
横浜国

大 
40 名 河野正男氏（横浜国大

経営学部教授）の講演 
1997.7.15 海洋生物資源の管理理論

の動向と展望 
横浜国

大 
40 名 松宮義晴氏（東大海洋

研究所教授）の講演 
1997.11.25 中国廣東省珠江三角洲地

域における環境問題と環

境管理の現状と計画 

横浜国

大 
40 名 李適宇氏（中山大学環

境科学研究所副教授）

の講演 
1998.1.22 

～1.23 
第一回化学物質のリスク

評価・リスク管理に関す

る国際ワークショップ 

横浜国

大 
延べ

650名
(2 日) 

 

1998.7.23 
～7.27 

研究会 横浜 延べ 
80 名 
(5 日) 

EPA のダイオキシン

文献を検討した 

1998.11.10 EDCs のリスク評価につ

いて（公開ゼミ） 
横浜国

大 
40 名 加藤正信氏（三菱化学

安全科学研究所）の講

演。 
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1999.1.27 
  ～29 

第２回  化学物質のリス

ク評価・リスク管理に関

する国際ワークショップ 

横浜国

大 
延べ

650名
(3 日) 

 

     
1999.2..23 研究打ち合わせ 茅事務

所 
15 名 生態リスクについて

の会議 
1999.2..25 研究打ち合わせ 茅事務

所 
15 名 ダイオキシン研究に

ついての会議 
1999.7.5 大気中微小粒子（PM2.5）

による健康影響（講演会） 
横浜国

大 
40 名 Douglass W. Dockery

（ハーバード大学教

授）の講演 
1999.7.23 環境政策－国際的視点か

ら（講演会） 
横浜国

大 
40 名 Ravi Jain（シンシナテ

ィ大学教授）の講演 
1999.12.14 PCB の生態リスク評価

（講演会） 
横浜国

大 
50 名 John P Giesy（ミシガ

ン州立大学教授）の講

演 
2000.1.26 
  ～1.28 

第３回  化学物質のリス

ク評価・リスク管理に関

する国際ワークショップ 

ワーク

ショッ

プ 

延べ

700名
(3 日) 

 

2000.3.9 研究打ち合わせ 横浜国

大 
20 名 生態リスクについて

の会議 
2000.3.10 研究打ち合わせ 横浜国

大 
20 名 ダイオキシン研究に

ついての会議 
2000.5.29 都市ごみ焼却炉における

塩素化ジベンゾフランと

塩素化ナフタレンの生成

（講演会） 

横浜国

大 
40 名 飯野福哉氏（米国 EPA

リスク管理研究所）の

講演 

2001.1.29 
  ～1.31 

第４回  化学物質のリス

ク評価・リスク管理に関

する国際ワークショップ 

ワーク

ショッ

プ 

延べ

700名
(3 日) 

 

 
 
（２）招聘した研究者等 

氏名 招聘の目的 滞在先 滞在期間 
Bengt-Erick Bengtsson(ストックホ

ルム大学助教授) 
講演会 横浜 1997.3.5 

～6 
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Hadi Dowlatabadi（米国カーネギー

メロン大学センター長） 
講演会 横浜 1997.3.15 

～18 
John Ｄ. Graham（ハーバード大学

リスク解析センター長）   
講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 1998.1.20 

～24. 
Job A. Van Zorge（オランダ環境

庁） 
講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 1998.1.19. 

～27. 
Steven M. Bartell （ SENES Oak 
Ridge, Inc 副社長）   

講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 1998.1.21 

～24 
Scott Ferson （ Senior Scientist, 
Applied Biomathematics） 

講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 1999.1.25 

～31. 
kevin Christopher Jones 
（Professor, Institute of  
Environmental and Natural  

講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 1999.1.26. 

～30. 

Lester B. Lave（カーネギーメロン

大学教授） 
講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 1999.1.24 

～30 
Douglass W. Dockery（ハーバード

大学教授） 
講演会 横浜 1999.7.5 

Ravi Jain（シンシナティ大学教授） 講演会 横浜 1999.7.21 
John P Giesy （ミシガン州立大学

教授） 
講演及びディスカッ

ション 
横浜 1999.12.13 

～14 
James Dragun（マサチューセッツ

大学教授） 
講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 2000.1.25 

～31 
Nicholas JL Green  
（Research Associate, Lancaster 
University） 

講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 2000.1.25 

～30 

Gorge Ｍ．Gray（Research 
Associate,Harvard University 
School of Public Health） 

講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 2000.1.25 

～28 

Margaret Mary Simonson（Research 
Manager, SP Swedish National 
Testing and Research Institute） 

講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 2001.1.30 

～31 

Martin van den Berg（ユトレヒト大

学教授） 
講演及びワークショ

ップコメンテーター 
横浜 2000.1.25 

～30 
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